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平成30年大町町成人式
1月4日、大町町公民館には、
晴れ着やスーツに身を包んだ65人の新成人が勢揃い。
式典の前には、恩師や友達との久しぶりの再会を喜び合う姿が。
みんな晴れやかな笑顔で記念写真に収まりました。（2-3ページに記事）
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1
月
4
日
、「
大
町
町
成
人
式
」が

町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、ス
ー
ツ
や
振

袖
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
65
人
が
出

席
し
、20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、恩
師
の
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
福
の
言

葉
が
贈
ら
れ
、こ
れ
に
対
し
新
成
人
を

代
表
し
永
尾
大
河
さ
ん（
小
通
）が

「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、責
任

あ
る
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
決

意
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、嬉
野
将
太
さ
ん（
恵
比
須

町
）と
松
尾
佳
奈
さ
ん（
道
金
町
）が
、

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
抱
負
に
つ

い
て
堂
々
と
意
見
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、

幼
少
期
か
ら
の〝
思
い
出
フ
ォ
ト
ム
ー

ビ
ー
〞や
学
生
時
代
に
ま
つ
わ
る
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、友
人
た
ち

と
過
ご
し
た
ふ
る
さ
と
で
の
日
々
を

笑
顔
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

二
十
歳
の
門
出

二
十
歳
の
門
出
大
町
町
成
人
式「幸せに

なります
♡」 「BIGな男になる！」

2

はたちのはたちの ことばことば
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嬉野 将太さん（恵比須町）

松尾 佳奈さん（道金町）
―前文略・・・。成人を迎える今日ま
で、ふるさとの変わってしまったこと
に切なさを感じるときもありました。
かごかき祭りはなくなり、にぎやか
だった商店街は閑散とし、駅付近の
噴水はイルミネーションに変わり、
私たちの学び舎は新校舎へと姿を
変えました。毎日のように会ってい

た友人とも年に一度会えればいい方になってしまいまし
た。しかし、ふるさとの変わらないものに触れ、うれしさを
感じるときもあります。それは友人や地域の温かさです。
「おかえり」と言ってくれる場所の存在がとても心強く、安
心できます。佐賀を離れ、一人暮らしをしていると、母の料
理が無性に食べたくなる日や、旧友に会いたくてたまらな
い夜を過ごすこともあります。ふるさとというものは、どん
なに姿を変えても、いつまでも私たちにとってかけがえの
ないものであり、その大切さを改めて感じる日々です。
　私は幼いころから成人するということに強い憧れを抱
いていました。人はみな当然のように大人になって、自分
でお金を稼いで、自分の描いた道を思う存分進むことが
できるようになると考えていたからです。しかし私のあたり
まえはある日突然なくなりました。私の兄は14歳のときに
病で息を引き取りました。人が大人になることや誰かと一
緒に楽しい時間を過ごすこと、今生きていることでさえあ
たりまえではないことに気づかされ、衝撃を受けたことを
覚えています。
　私は今、佐賀を離れ幼少期から思い描いていた医療研
究従事者になるための道の途中にいます。成人して大き
く変わったことはあまりないように感じますが、自分の行
動に対する責任が求められることを日々の生活で実感し
ています。様々な活動の中でたくさんの人と出会い、自分
の世界がどんどん広がっています。小学校の卒業文集で、
将来の自分という欄に書いた「たくさんの人を笑顔にす
る」という夢を少しずつ叶え、近づいていることがうれしい
です。兄が私に残してくれたものはとても大きいです。誰
かと一緒にいる時間は永遠ではなく、いつか失われてし
まうことを考えると、どんな日でも愛おしく、かけがえのな
いものに思えます。いま生きているこの瞬間を大切にしよ
うと思います。
　私たちを育ててくれたのはこの大町です。大町の自然に
囲まれ友と過ごし、家族、地域の方々が見守ってくださっ
たことで、今この場に立てています。感謝の気持ちでいっ
ぱいです。まだまだ未熟な私たちですが、次代を担う存在
として自分の目標を掲げ、人とのつながりに感謝して一日
一日を大切に過ごしていきたいと思います。また各々が大
切にしているものをしっかり守っていけるようがんばって
いきたいと思います。

―前文略・・・。思い返せばここ
までの20年間、多くの人に出
会い様々な経験をし、辛いこと
にも楽しいことにも数多く出会
いここまできました。そしてそ
の傍らにはいつも無類の愛を
注いでくれた両親、兄弟やとも

に歩んできた友人たち、指導してくださった先生方、幼
いころから見守り支えていただいた地域の方々がい
らっしゃいました。新成人それぞれ感謝を伝えたい相
手は様々であると思います。私は特に、決して裕福な
生活ではなかったのに私を大学に行かせ、支えてくれ
ている母に感謝を伝えたいと思います。新成人一同、
それぞれの恩を思いやりの心に変え、これからは私た
ちも支える側として大町や家族に貢献できるよう自己
研鑽に励んでいきたいと思います。
　現在私は、遠く離れた大阪の地で大学生活を送っ
ています。知人や頼りもないゼロからのスタートだっ
た生活の中で、大町の豊かな自然や温かな人々の心
など、大町のすばらしさを再認識し、そして精神的支
柱としていつも助けられました。私たちが生まれ育ち、
学んだこの大町を更に魅力のある町にし、後世に引き
継いでいくことが私たちの使命であると思います。どう
かこれからも未熟な私たちを温かく見守ってください
ますようお願い申し上げます。

新成人の意見発表新成人の意見発表

新成人の意見発表新成人の意見発表
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
は
、平
成
30
年
2
月
16
日(

金)

か
ら
3

月
15
日(

木)

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。年
金
受
給
者
の

方
で
、申
告
の
必
要
性
の
有
無
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

年
金
源
泉
徴
収
票
を
持
参
の
上
、役
場
町
民
課
税
務

係
も
し
く
は
確
定
申
告
会
場
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、平
成
29
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
医
療
費
の
領
収
書
の
提
出
が
不
要

と
な
る
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細

書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※

医
療
費
の
領
収
書
は
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す（
税
務
署
か
ら
領
収
書
の
提
示
又
は
提

出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、領
収

書
は
ご
自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。

※

医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療
費
通
知
を
添
付

す
る
と
、明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す（
医
療

費
通
知
と
は
、健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
で
す
）。

　

な
お
、社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）の
導
入
に
伴
い
、平
成
28
年
分
以
降
の
申
告
書

に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載（
申
告
者
ご
本
人
、控

除
対
象
配
偶
者
、扶
養
親
族
及
び
事
業
専
従
者
）が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。提
出
す
る
際
に
、納
税
者

本
人
の
本
人
確
認
書
類（
注
）の
提
示
又
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

（
注
）

例
1　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
2　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療　

　
　
　

保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

※

役
場
で
は
確
定
申
告
の
受
け
付
け
は
し
て
お
り
ま

　

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平成29年分

が始まります。
2月16日（金）～3月15日（木）

●申告会場電話●
（臨時電話）
☎（８２）２２８０

■申告相談日程■
◇申告会場　　町公民館2階　小集会室
◇受付時間　　午前8時45分～正午
　　　　　　　午後1時～午後4時

●問い合わせ●
町民課税務係
☎（８２）３１１５

☆役場からの申告書の送付はありません。

確定申告

所得税の確定申告が必要な人
●年金から所得税が源泉されている人
●農業、商業、工業、医業などを営んでいる人
●地代や家賃、配当収入、不動産・株式売却などの所得のある人
サラリーマンで次のような人
●給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を超える人
●給与の年収が2千万円を超える人
●2か所以上から給与を受けている人
町県民税・国保税の申告が必要な人
平成30年1月1日現在、町内に居住していた人で、次のような人
が対象となります。
●年の途中で退職した人
●無収入の人（収入がゼロという人でも申告していない場合は
　国民健康保険税の軽減が受けられません。
　また、所得証明や課税証明が発行できません）
※給与収入だけの人で年末調整が済んでいる人は、確定申告、
　町県民税・国民健康保険税の申告は必要ありません。
申告のとき必要なもの
●印鑑（シャチハタ印は不可）
●確定申告書（税務署から送付されている方）
●昨年中の収入と経費がわかるもの（事業所得や不動産所得、
　株式等の譲渡所得などのある人）
●源泉徴収票
●生命保険料・介護医療保険料・個人年金保険料・地震保険料・
　損害保険料（旧長期）の控除証明書
●身体障害者・戦傷病者手帳

 月日   曜日        対  象  地  区
2／16 金　不動寺、中通
2／19 月　本町、神山、下大町、杉谷
2／20 火　畑ケ田、宮浦町
2／21 水　小通、道金町、恵比須町
2／22 木　港町、高砂町
2／23 金　磯路町、寿町、昭和通、京ノ尾
2／26 月　新町、栄町、浦川内
2／27 火　大黒町、中島
2／28 水　寺口、千場
3／ 1 木　上大町、花宮町、本通、下潟
3／ 2 金　旭町、大谷口、泉町
3／ 5 月　畑ケ田、上大町
3／ 6 火　下大町（第1）、小通
3／ 7 水　下大町（第2）、大谷口
3／ 8 木　下大町（第3）、下潟
3／ 9 金　下大町（第4）、寺口
3／12 月　本町、不動寺、神山
3／13 火　道金町、港町、大黒町
3／14 水　中島、その他
3／15 木　一般･農業申告もれ者（全地区）

農
業
所
得
の
申
告
者

一
般
所
得
の
申
告
者

※期間中しか利用
　できません。
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大町町定住奨励金

転入奨励金 100万円

100万円持ち家奨励金

平成29年度末を期限としていた大町町定住奨励金が、
平成32年度までの3年間延長となりました。

※交付には要件がありますので、
　詳しくはお問い合わせください。

企画政策課まちづくり政策係

☎（82）3112

・中学生以下の子ども…一人につきプラス30万円
・町内業者の施工による新築取得の場合…プラス30万円

・町内業者の施工による新築取得の場合…プラス30万円

延長決定！

　平成27年10月5日から「番号法（略称）」が施行され、みなさまのご家庭にマイナンバーが記載された「通
知カード」が送付されました。
　各種手続き時に、マイナンバーの提供を求められる場合があります。その際に、通知カード又はマイナン
バーカード（写真付）をご提示いただく必要がありますので、引き続き大切に保管してください。
　通知カードを紛失された場合は、次のとおり町役場で再交付申請が可能です。申請から自宅に届くまでに
3週間程度かかります（代理申請の場合はお問い合わせください）。
【通知カード再交付申請】
◆申 請 場 所　町民課 総合窓口係
◆必要なもの　① 顔写真付きの本人確認書類
　　　　　　　　（例）運転免許証、パスポート、住基カード、障害者手帳など
　　　　　　　② 再交付手数料　一人につき500円　　③ 印鑑　
　　　　　町民課総合窓口係　☎（８２）３１１３

マイナンバー（個人番号）についてのお知らせ

　佐賀県後期高齢者医療広域連合から「後期高齢者医療に係る医療費のお知らせ」（9月～12月診療分)を、
2月23日に発送します。
　このお知らせは、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用することができます。
　「患者負担額」の欄には、自己負担相当額が記載されています。「支払った医療費の額」と実際にご自身が
負担された額が異なる場合、ご自身で額を訂正して申告いただく必要があります。
　なお、医療費控除の申告に関することは、武雄税務署にお問い合わせください。
　　　　　○医療費のお知らせに関すること
　　　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課企画・保健係　☎（６４）８４７６
　　　　　〇申告に関すること
　　　　　　武雄税務署　☎０９５４（２３）２１２７　　　　　　　　　　

医療費控除の申告手続きにおける「医療費控除の明細書」に関するお知らせ

詳しくは

詳しくは

詳しくは

（
新
築
の
場
合
）

（
新
築
の
場
合
）
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　第58回県内一周駅伝大会が次の日程で開催されます。
◆開催日　2月16日（金）～18日（日）
◆コース　2月16日（金）　基山町～嬉野市　2月17日（土）　嬉野市～玄海町
　　　　　2月18日（日）　唐津市役所～佐賀新聞社　　
　　　　　※18日に大町町を通過します。（予定時刻：10:55北方西体育館　11:25江北町役場）

　町では、創業しやすい環境づくりのため、産業競争力強化法に基づく「大町町創業支援事業計画」を策定し、平
成29年12月25日付で総務大臣・経済産業大臣の認定を受けました。
　本事業では、企画政策課に創業相談窓口を設置するとともに、大町町商工会等と連携し、創業を目指す皆さま
への支援を行います。本事業で定める「創業セミナー」を受講し町から証明書を交付された方は、次の優遇措置
を受けることができます。
■特定創業支援事業を受けた創業者への優遇措置
　①登録免許税の軽減（資本金の0.7％→0.35％）
　②無担保、第三者保証人なしの創業関連保証枠の拡充（1,000万円→1,500万円）
　③日本政策金融公庫新創業融資制度の自己資金要件の緩和
■創業セミナーの開催について
　優遇措置を受けるためには、大町町商工会が行うセミナーを受講する必要があります。
　これから創業または第二創業などを考えている方は、ぜひ受講してください。
　創業セミナーの開催については、詳細が決まり次第お知らせします。　
　　　　　企画政策課商工観光係　☎（８２）３１１２

杵島郡駅伝チーム監督　小野勉さんからのメッセージ
　杵島郡チームは昨年4位、一昨年は2位と上位争いを演じていますが、かつては下位に低迷した時
期もありました。その苦しい時期も選手の励みになったのは沿道からの声援でした。
　今年も上位で杵島郡チームのタスキがつながるよう、チームカラーである緑色のものを持って応
援してください。沿道からの声援に応え、選手も熱い走りを見せてくれることでしょう。

　ＮＨＫ-ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（2018春の旅）」。
　3月26日、南国沖縄県をスタート。鹿児島、熊本、長崎と九州を北上し、山口、島根、鳥取と日本海側を
巡り美濃国、岐阜を目指します。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するため、町内の「忘れられない場所・風景」に
まつわる手紙を募集しています。
◆佐賀県の放送予定　5月7日（月）～5月11日（金）
◆応募期限　3月26日（月）必着　
◆応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、年齢、
　　　　　　思い出の場所・風景にまつわるエピソード
◆応募方法　〇番組ホームページ
　　　　　　　（www.nhk.or.jp/kokorotabi/）
　　　　　　〇FAX：03-3465-1327
　　　　　　〇郵送：〒150-8001　ＮＨＫ「こころ旅」係
　　　　　　※応募用チラシは、町役場企画政策課窓口に設置しています。
　　　　　　ＮＨＫふれあいセンター
　　　　　　☎０５７０-０６６-０６６　又は　☎０５０-３７８６-５０００　

にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集

産業競争力強化法に基づく大町町創業支援事業計画の認定

県内一周駅伝の応援をお願いします

詳しくは

詳しくは 杵島郡体育協会事務局（大町町教育委員会内）　☎（８２）３１７７

詳しくは

　「何気ない風景」「思い出の風景」「忘れられない
風景」「みんなに伝えたい風景」「音の記憶と重なる
情景」など、皆さまのこころの風景とエピソードを
お待ちしています！



oh  machi7

　1月1日に開催した元旦ウォークに、不動寺地区の皆様から多大なご協
力をいただきました。日の出前から、参加者に振る舞う餅やみかんの準備
などのお力添えをいただき、心より感謝申し上げます。聖岳展望所は、心遣
いに身も心も温まった参加者でにぎわいました。

元旦ウォークへのご協力ありがとうございました

◆実施検診　乳がん検診（マンモグラフィ）
◆対 象 者　次のいずれにも該当する方
　　　　　　①佐賀県内にお住まいの40歳以上の女性（39歳以下の方は、病院などで受診してください）
　　　　　　　※年齢の基準日は平成30年3月31日現在　
　　　　　　②過去に乳がん検診（マンモグラフィ）を受診されたことがない方、又は前回受診後3年以上
　　　　　　　経過している方
◆検診日時　3月3日（土）　午前8時30分～午前10時30分
　　　　　　3月4日（日）　午前8時30分～午前10時30分
◆検診会場　佐賀メディカルセンタービル 2階 公益財団法人佐賀県健康づくり財団 女性検診エリア
　　　　　　 （佐賀市水ケ江１丁目12-10）
◆検診料金　無料（自己負担はありません）　
◆申込日時　2月19日（月）～2月23日（金）　午前9時～午後3時
◆申 込 先　公益財団法人佐賀県健康づくり財団 健診部 健診企画渉外課
　　　　　　☎（37）3303　　
◆定　　員　2日間あわせて110人　※予約先着順となります。　
　　　　　公益財団法人佐賀県健康づくり財団　☎（３７）３３０１

無料乳がん検診のお知らせ

　放送大学では、平成30年度第1学期（4月入学）の学生を募集しています。
　放送大学は、テレビやラジオ、インターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。心理学・福祉・経
済・歴史・文学・自然科学など、およそ300の幅広い授業科目があり、1科目から学べます。
◇出願期限　3月1日（木）～3月20日（火）
　　　　　　※詳しい資料を無料で差し上げます。
　　　　　放送大学佐賀学習センター　☎（２２）３３０８

放送大学入学生募集（平成30年度第1学期）

　住民基本台帳法第11条及び第11条の2の規定に基づき、次のとおり閲覧の状況を公表します。

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況について

詳しくは

詳しくは

詳しくは

【写真】ご協力くださった不動寺地区の皆さん
左から、井上豊さん、堤春男さん、山﨑和幸さん、堤忠雄さん、堤俊治さん、山﨑健吾さん

閲　覧　日 閲覧請求者 閲覧目的 閲覧範囲 閲覧件数

平成29年　5月22日

（平成28年12月１日から平成29年11月30日まで）

自衛隊
佐賀地方協力本部

自衛官募集
広報活動

平成11年4月2日～
平成12年4月1日
生まれの男女

57名

平成29年11月14日 農林水産省 平成29年度
食育に関する意識調査

20歳以上の男女
（平成29年10月31日
  現在の年齢による）

12名

　　　　　町民課総合窓口係　☎（８２）３１１３
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　　※平成29年12月末現在
犯罪発生件数126件(うち窃盗犯107件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗17件、万引き30件、ニセ電話詐欺1件、
　車上ねらい7件、空き巣・忍び込み等28件

白石署管内　犯罪の発生状況

平成29年度 司法書士による「県下一斉無料法律相談会」案内

　佐賀県司法書士会では、「県下一斉無料法律相談会」を次のとおり開催します。
　また、無料電話相談会も同時に行います。
　不動産の相続・売買・贈与・会社設立・役員変更などの登記、供託、債務整理（破産、クレジット・サラ金トラブ
ル、ヤミ金など）、成年後見、遺言、各種裁判手続など、司法書士業務全般に関してのご相談をお受けします。
事前予約は不要です。
◆日　　時　2月24日（土）　午前10時～午後3時
◆場　　所　《武雄会場》 武雄市文化会館1階 ミーティングホール
　　　　　　　　　　　 武雄市武雄町武雄5538 番地1　☎0954（23）5168
　　　　　　 《鹿島会場》 鹿島市民会館3階 第2会議室
　　　　　　　　　　　 鹿島市大字納富分2643-1　☎0954（63）2105
◆電話相談　専用ダイヤル　☎（29）0635　☎（29）0710
　　　　　  佐賀県司法書士会　☎（２９）０６２６詳しくは

武雄杵島地区医師会『在宅医療・介護市民公開講座』

～ 医療・介護が必要な高齢者が住み慣れた地域で最後まで過ごすには ～

詳しくは

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 0戸　　　　　1件
・浦川内団地　　　0戸　　　　　 1件

※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformation
平成29年12月分 町長交際費

※平成30年1月15日現在

農林建設課管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 企画政策課広報統計係　☎（８２）３１１２

種別

金額

件数

19,100円

3件

30,440円

2件

49,540円

5件

合　計慶祝・会費 渉外・接遇

詳しくは

　地域包括ケアシステムの構築をめざし、武雄杵島地区医師会主催で地域住民に在宅医療・介護連携の理解
を促進することを目的に「在宅医療・介護市民公開講座」を開催します。
◆日　時　3月3日（土）　午後1時30分～午後4時（受付・開場：午後1時）
◆場　所　武雄杵島地区医師会3階 大講義室（武雄市武雄町大字昭和300番地）
◆内　容　①特別講演　午後1時40分～午後3時10分（90分）
　　　　　　『住み慣れた場所で自分らしく過ごすために ～在宅医療とこれからの地域づくり～ 』
　　　　　　オレンジホームケアクリニック 院長 紅谷 浩之 氏
　　　　 　②シンポジウム　午後3時20分～午後3時50分（30分）
　　　　　　『自宅で医療・介護を受けるには ～在宅医療・介護は必要か～ 』
　　　　　　武雄杵島地区医師会　☎０９５４（２２）３３４４

お買い物は大町町内で



　精神疾患を持つ方にどのように接してよいか悩んでいることはありません
か？
　この講座では、精神疾患を持つ方の家族や支援する地域の方々が、こころ
のゆとりを取り戻せるよう、疾患についての知識や情報・接し方等を具体的に
学ぶことを目的としています。
◆日　　時　3月16日（金）　午後1時30分～午後3時30分
◆場　　所　鹿島市生涯学習センターエイブル3階研修室
　　　　　　（鹿島市大字納富分2700-1）
◆対 象 者　精神疾患を持つ方の家族の方
　　　　　  精神疾患を持つ方々を支える地域の支援者
◆内　　容　・ 精神疾患を持つ方との関わり方について
　　　　　 ・ 海外の地域精神保健システムから日本の地域精神保健システ
　　　　　　 ムの在り方を考える
◆講　　師　より添いとたい話の診療所 院長 谷口 研一朗 氏
◆参 加 料   無料
◆申込期限　3月9日（金）
　　　　　杵藤保健福祉事務所 精神保健福祉担当
　　　　　☎０９５４（２２）２１０５

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き

困りごと相談

～精神疾患を持ち地域で生活している方と家族を支えるために～

家族講座のご案内

詳しくは

詳しくは

ゆめさが大学鹿島校 平成30年度学生募集

　新たな仲間とともに“楽しみながら”学べて、地域で生かせるカリキュラムです。
　もっとふるさとを知る。新しい仲間を作る。ゆめさが大学にはすてきな出会
いがたくさん待っています。
　講義内容を更に充実させて、あなたのご入学をお待ちしています。
◆講義内容　佐賀の歴史（維新150年）、栄養と健康、時事問題、陶磁器、環境
　　　　　　と防災、話し方、パソコン・インターネット、ボランティア、軽スポ
　　　　　　ーツ、世界遺産を巡るバス研修、著名人の講演会など
◆応募資格　おおむね60歳以上の方
◆講義会場　市民交流プラザ 「かたらい」 
◆募集人数　60人
◆応募締切　3月16日（金）　※締切日以降も定員になるまで受け付けます。
◆受 講 料 　年間36,000円、入学金10,285円、その他一部の教材費等
◆受講期間　平成30年4月から2年間（週１回、年間30日開講）
◆申込方法　入学願書の提出が必要です。詳しくは事務局までお尋ねください。
　　　　　ゆめさが大学事務局（佐賀県長寿社会振興財団）
　　　　　☎（３１）４１６５

受付　通年(年末年始除く)
　　　午前10時～午後8時
佐賀県生活自立支援センター　
　　　☎（20）0095

 

町内各機関
電話ご案内

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
ひじりの里
(情報プラザ)

仕事が長続きしない、見つから
ない方、家賃や税金等の支払
い、借金問題で困っている、人
とうまくつきあえない方など、
生活にお困りの方からの相談
に応じ、困りごとの解決や改善
に向けて、ご一緒に考えます。

無料
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☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

（単位：人）
※平成29年12月31日現在　（住民基本台帳）

 4
13
17

  13
 8
21

  3
2
 5

  4
 15
 19

－10
－  8
－18

男
女
総数

3,084
3,600
6,684

◎世帯数　2,787世帯（前月比－2世帯）　　　　

お買い物は大町町内で
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　平成29年12月15日に今年度第3回目の学校運営協議会（久本保夫会長）が開催されました。学校運営協議会
は、コミュニティ・スクールである学校に設置される組織で、教育委員会が選定した保護者や地域の方々などの
委員が学校運営の基本方針を承認したり、学校運営に関する意見を述べたりします。今回は、「部活動」をテーマ
として熟議（※学校と地域の方々がみんなでよく考え話し合うこと）されました。
　部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われ、スポーツや文化、科学などに親しませ、学習意欲の向
上や責任感、連帯感のかん養など、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環と
して重要で意義が深いものです。異年齢との交流の中で、生徒同士や部活動指導者と生徒の人間関係の構築を
図ったり、生徒自身が活動をとおして自己肯定感を高めたりするなど、その効果は、これまでも地域の皆さんなど
から高い評価を受けています。大町ひじり学園には、柔道部、剣道部、バレーボール部、サッカー部、ソフトテニス
部、吹奏楽部、美術部、卓球部、野球部、陸上部の10の部活動があり、ほとんどの生徒がいずれかの部に所属して
います。部活動に無所属の生徒の中には、硬式野球、バドミントン等のクラブチームや社会体育のチームに所属
する生徒もいます。
　大町町では少子化が顕著となっており、中学部生徒は169名（平成29年12月末現在）で今後、減少が予想され
ます。現在全学年2クラスですが、近い将来1クラス（1学級40名規定）になる学年が出現する可能性があります。
したがって、部員数の確保、教職員の確保に大きな課題が生じてきています。
　一方で、教職員の多忙化が懸念されており、教職員の超過勤務の要因として部活動があげられる現状にあり
ます。佐賀県教育委員会では、毎月第3日曜日を県下一斉部活動休養日と定めました。大町町教育委員会でも週
1回の部活動休養を指示しています。大町ひじり学園では、そうした中、外部指導者の皆さんや小学部教職員を
活用しながら教職員の負担軽減に対応しているところです。
　今回は、この2つの課題を踏まえ、今後の部活動の在り方について委員の皆さんが熟議しました。

大町町教育委員会学校教育だより㉓
～大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

大町ひじり学園学校運営協議会の熟議～部活動

＜主な意見＞
●部活動の最少人数や入部希望者0継続年数などの規定を定めて、休部や募集停止、社会体育への移行の対応
　を考えてはどうか。生徒減で、部が減っていくのは仕方がない。
●最小規定人数に満たなくなっても次年度入部者を期待し存続させるなど、現実的な対応をしてほしい。
●部員が切磋琢磨するためには、部の数を精選し、ある程度の部員数確保が必要なのではないか。小さな学校
　で大きな実績を残している事例がある。
●各競技連盟によって対応が違うこともあるが、他校との合併チームも考えられる。
●学年によっては、ある部に人数が集中したり、入部0の部活動があったりする。人間関係で部を選択しているの
　ではないか。
●運動部も文化部も両方大切にしてほしい。
●小中一貫校のよさを生かして、6年生の時に体験入部を一定期間設けてはどうか。6年生のうちに仮入部させ
　ることも考えられる。
●大町町で小学生の社会体育チームがある競技については、人数が少なくなっても部を存続させてほしい。
●県内でもモデルとなるほど多くの部活動に外部指導者がいるが、人材、後継者も不足してきている状況にある。
●体育大会などで小学生に部活動紹介の場を設定して、先輩へのあこがれの気持ちを持たせるべきである。
●現部員に部員募集活動を行わせてみてはどうだろうか。
●休部や募集停止の対応に動く場合は、外部指導者の意見も尊重してほしい。学校、教育委員会、外部指導者で
　検討委員会を設置し協議してほしい。
●教育委員会では、部活動指針を策定中であり、一定の基本方針を示す予定である。

　少子化、学級数減、教職員数減、教職員の多忙化などの課題を踏まえ、適切に対応していきたいと考えます。ご
意見等ありましたらお気軽にお寄せください。　　●教育委員会事務局　☎（８２）３１７７
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り

◇
友
人
と
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り
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泉
で
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か
に

　
カ
ラ
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り
と
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栄
　
町
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子

◇
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屋
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◇
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◇
お
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せ
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無
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高
砂
町
　
　
江
頭
　
貞
夫

◇
年
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め
日
射
し
浴
び
雀
さ
わ
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く

◇
家
族
ら
の
笑
顔
こ
そ
わ
が
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年
玉

◇
初
電
話
互
ひ
の
老
を
労
り
ぬ
　
　
　

寺
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野
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進
旨

◇
す
れ
違
い
互
い
に
見
て
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に
が
笑
い

◇
昔
の
友
思
い
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す
の
は
笑
顔
か
な

　
　
　
　
旭
　
町
　
　
宮
本
　
秀
子

◇
子
や
孫
の
帰
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嬉
し
く
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妻
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夕
餉
の
支
度
手
間
隙
を
か
け

磯
路
町  

　
　鈴
山
　
末
人

◇
名
曲
が
流
れ
る
車
内
そ
れ
ぞ
れ
が

　
思
い
出
語
る
唐
津
への
道

◇
仕
事
終
え
深
夜
に
帰
る
娘
待
つ

　
時
間
の
長
さ
よ
大
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予
報
に
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町  
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◇
福
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方
々
介
護
有
が
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し

◇
一人
暮
し
ホ
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に
住
む
の
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子
供
の
為
か大

黒
町
　
　
福
田
ス
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◇
老
母
強
し
三
度
の
骨
折
乗
り
越
え
て

　
太
宰
府
市
　
植
田
　
恭
子

　（
元
大
町
町
在
住
）　
　

◇
受
験
期
は
神
社
参
り
が
大
繁
生

◇
食
べ
る
前
夫
婦
豆
ま
き
福
を
呼
ぶ

　
　
　
　
寿
　
町
　
　
黒
木

　
哮

◇
我
も
元
気
人
も
元
気
で
長
寿
県

◇
手
洗
いマ
ス
ク
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
退
治

◇
勇
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て一番
星

◇
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
嬉
し
く
も

　
悲
し
く
も
あ
り

　
　
　
　
栄
　
町
　
　
本
村
　
悦
子

◇
寒
空
に
丸
い
月
こ
こ
ろ
和
や
か

◇
楽
し
み
に
待
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る
晴
着
泣
い
て
い
る

◇
雪
コ
ン
コ
ン
身
体
温
か
雪
見
酒

寿
　
町
　
　
脇
山
　
節
子

◇
道
の
駅
飛
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交
う
方
言
活
気
見
せ

◇
此
の
ヌ
ラ
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言
っ
た
方
言
解
せ
ぬ
子
等

磯
路
町
　
　
鈴
山
　
末
人

◇
大
丈
夫
？
酒
に
呑
ま
れ
た
相
撲
界

◇
う
ま
そ
う
に
酒
呑
む
父
は
大
丈
夫
!!

高
砂
町
　
　
い
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短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳

　思い出のアルバム、4ページ目は昭和30年前後の大町
駅で、多くの引き込み線や積み込み施設のホッパーが写っ
ています。六角川の舟と並んで石炭輸送の多くを担った鉄
道の貨車をけん引したのは蒸気機関車で「石炭が石炭に
よって運ばれる」時代でした。情報プラザにある「9600型蒸
気機関車」も、路線は異なりますが石炭輸送に活躍した車体
と言われています。
　長いクレーンやベルトコンベア、奥にはトロッコも見え、
当時の石炭輸送の様子がうかがえる１枚です。

思い出のアルバム
その4SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN

商工会 会員募集中です！

商 工 会

詳しくは　大町町商工会　  （８２）５５５５

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112

　大町町商工会では、新たに会員に加入される方を
募集しています。加入要件は地区内で商工業を営ん
でいる個人又は法人です。事業の良きパートナーとし
てぜひ入会をご検討ください。

入会のメリットは？
●融資のご相談や売上増のための経営相談、また専
　門家の指導も無料で受けられます。
●確定申告をはじめとした税務申告や消費税相談、
　年末調整や日々の記帳相談が受けられます。
●異業種の集まりである商工会に加入することで
　仕事の幅が拡がります（取引相手も増えます）。
●講習会・研修会・交流会を実施しており、補助金の
　活用など経営に役立つ情報を入手できます。
●組織の大きさを活かした割安の共済に加入でき
　ます。
●記帳や労働保険に関する事務手続きを代行し
　ます。



　一ノ瀬和文さん（道金町）が会長を務める「わら細工
同行会」の皆様が、全長およそ2メートルの豪華なしめ
縄を大町町役場に寄贈されました。
　このしめ縄は、例年、役場に市販のしめ縄が飾られて
いるのを見た会のメンバーの思いを受け、一ノ瀬さん
が20時間超かけて編まれた大作で、役場正面玄関に飾
られ、新年を迎えました。

30年に及ぶ生涯スポーツ
への貢献に感謝

武村宣子さんに
「30年勤続スポーツ推進委員表彰」

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

12月12日

今年も一年良い年でありますように
わら細工同好会 町役場にしめ縄を寄贈

　12月12日、杵島ライオンズクラブから町に、結成40周
年を記念してベンチ3脚とベビーベッドを寄贈いただきま
した。
　同クラブは、昭和52年に結成され、青少年の健全育成
をはじめ様々な奉仕活動を行っています。
　杵島ライオンズクラブの林眞智子会長は「ささやかな
プレゼントですが、町の役に立ててもらいたいと思いま
す。今後も杵島郡で懸命に奉仕活動を行っていきます」
と話されました。
　また、この日はライオンズクラブYCE事業を利用して、
ニュージーランドから1か月間、ホストファミリーの小川
内充さん（恵比須町）宅にホームステイしているション
テイ・クリンスさんも同行され、水川町長を表敬訪問さ
れました。
　ションテイさんは滞在中、浮立太鼓や温泉を体験する
など、様々な日本の文化に触れ「全てが刺激的で楽し
い。大町町の小さい町だからこその結びつきの強さに魅
力を感じます」と話してくれました。

青少年の健全育成のために
杵島ライオンズクラブ
町にべンチとベビーベッドを寄贈

　大町町スポーツ推進委員の武村宣子さん（寺口）が
「30年勤続スポーツ推進委員表彰」を受賞しました。
　武村さんは、昭和63年から現在まで、スポーツ推進
委員として大町町の生涯スポーツをけん引してこら
れました。
　武村さんは「私にとってスポーツは、趣味であり、楽
しみでもあります。体力はなくなってきましたが、今
後も大町町の生涯スポーツ推進に懸命に励んでいき
ます」と力強く話されました。
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　12月22日、受験を控えた大町ひじり学園9年生を豪華
な料理で激励する「バイキング給食」が行われました。
　生徒たちは、栄養のバランスを考えながらずらりと並
んだ料理の中から好きなものを選び、お世話になってい
る先生や給食センターの職員と机を並べて食べました。
　最後に、生徒から給食センターの職員に「おいしく栄
養バランスのとれた給食のおかげで、元気に学校生活を
送ることができました。給食でもらったエネルギーをフ
ル活用し、受験をがんばります」と感謝の言葉とともに
ガーベラの花が手渡されました。

　「佐賀県少年剣道学年別選手権大会」が11月4日、
基山町総合体育館で開催され、139人が出場した
小学6年男子の部で、竹林琉稀亜さん（高砂町）が優
勝を飾りました。
　また、12月23
日には、今年各
種大会で活躍し
た優秀選手によ
る選抜大会「佐
賀県東西対抗剣
道大会」に大将
として出場する
など、今後ます
ますの活躍が期
待されます。

　12月10日、「第15回大町町柔道大会」が、大町ひじり
学園武道場で開催され、過去最多の604人が出場しま
した。
　大会では、小学生・中学生の団体戦、幼児からシニア
までの個人戦が行われ、長尾菜々子さん（小通）が中学
生女子の部で準優勝に輝くなど、町勢は県内外の強豪
がひしめく中で見事な活躍をみせました。

　12月1日、「歳末たすけあい募金
会食会」が町総合福祉保健セン
ター「美郷」で行われ、75歳以上
の独り暮らしのお年寄り75人が
集まりました。
　県金融広報アドバイザーの内野さよ子さんによる悪徳
商法についての講演と大町保育園児のお遊戯披露が行わ
れた後、町食生活改善推進協議会による手作りのお弁当
とだご汁がふるまわれ、参加者たちはおいしい食事とに

ぎやかな食卓を楽し
みました。
　会食後には、文化
箏やいちご会による
舞踏も披露され、友
人らと笑顔で一日を
過ごしました。

【主な成績は次のとおり】
（敬称略）
中学生女子の部
（準優勝）
　　　長尾菜々子（小通）
一般・高校生男子の部
（準優勝）
　　　千綿翔也（中島）

竹林琉稀亜さん
佐賀県No.1の剣士に輝く

県内外の強豪が集結
第15 回大町町柔道大会

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

12月10日

12月1日

11月4日 みんなで過ごすにぎやかな一日
歳末たすけあい募金会食会

受験がんばってね
バイキング給食

12月22日

佐賀県少年剣道学年別選手権大会
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2月22日（木）　午前9時～正午
3月  8日（木）　携行品◇・妊娠届出書（病院から発行された方）
　　　　　   　　　　　・マイナンバーカード又は
　　　　　　　　　　　  通知カードと写真付きの
　　　　　　　　　　　  身分証明書
　　　　　　　　　　　 ・印鑑  
※日程が合わない方は、事前にご相談ください。

3月  1日（木）　午後1時～午後1時30分（受付）
　　　　　　  対象者◇H29年12月生まれ
　　　　　　  携行品◇母子健康手帳、問診票

2月22日（木）   午後0時45分～午後1時15分（受付）
　　　　　　  対象者◇H29年2月、5月、8月、10月生まれ
                     携行品◇母子健康手帳、問診票

3月  2日（金）   午後1時～午後１時15分（受付）
　　　　　　  対象者◇H27年11月～H28年2月生まれ
                     携行品◇母子健康手帳、問診票

2月28日（水）　午前10時～　

デイケア／「美郷」

2月22日（木）　午前9時～正午
3月  8日（木）　※子どもから大人までこころとからだ
　　　　　　　    の健康に関する相談を行っています。
　　　　　　　※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂肪
　　　　　　　　　 測定、血圧測定なども行っています。

健康相談／「美郷」

キラキラ歯っぴい教室／「美郷」

3月  2日（金）  午後1時～午後1時15分（受付）
　　　　　　　対象者◇フッ素塗布継続者
　　　　　　  携行品◇母子健康手帳

フッ化物塗布（継続）／「美郷」

2月14日（水）   午前10時～正午
3月14日（水）    対象者◇未就園児と保護者
　　　　　　　携行品◇水筒、タオル

子育てサークル“もこもこ”／「美郷」

母子健康手帳交付日／「美郷」

2か月児相談／「美郷」

乳児健診／「美郷」

2月10日～
   3月15日

花粉シーズンに向けて
　2月に入ると気になり始めるのが
“花粉”です。花粉は完全にシャット
アウトすることはできませんが、
体内に取り込む量を減らすことはできます。
　本格的な花粉飛散シーズンを前に、日常生活での
ちょっとした心がけなど対策を取り入れて、つらい
花粉による症状を和らげましょう。

○花粉情報をこまめにチェックする。
○花粉が付着しにくい衣類（綿や化学繊維入り）を着
　用する。
○玄関に入る前に、コートなどの衣類に付着した花
　粉を払い落とす。
○マスクに水で湿らせたガーゼを挟む。
○風の強い日などは、花粉の飛散しやすい時間帯
　（昼前～午後3時頃）の外出を避ける。
○花粉が舞い上がらないよう、拭き掃除をしてから
　掃除機をかける。

2月12日（月・振）

2月11日から3月11日までの「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。

2月11日（日・祝） 大町町坂本内科医院 ☎(７１)３０６０

9 5

白石町吉村医院　 　☎(８４)２１５５

2月 25日（日） 白石町副島医院　　 ☎(８４)２２０５

3月   4日（日） 白石町原田内科医院 ☎(８７)３７３７

3月11日（日） 大町町戸原内科　　 ☎(８２)２０５１

2月18日 （日） 白石町
有明医院　　 ☎(８４)２８４２
白石共立病院 ☎(８４)６０６０　

白石町重村医院 　　☎(８４)２６５６

白石町藤井整形外科病院 ☎(８４)５８８０

白石町白浜医院　　 ☎０９５４(６５)５００６

古賀病院　　 ☎(８６)２０７０

白石町高島病院　　 ☎０９５４(６５)３１２９

白石町森外科医院　 ☎０９５４(６５)２０５９

江北町

外　科
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マナーを守って見つめなおそう、ペットとのくらし
飼い主は適切な飼育に努めましょう。
○ 飼い主は、愛情を持ち最後まで責任をもって飼育しましょう。
○ 飼い猫・飼い犬以外にはみだりに餌をやらないようにしましょう。
○ 飼い猫は、屋内で飼いましょう。
○ 犬のフンは必ず持ち帰り、キレイなまちづくりを心がけましょう。

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆行政相談
／午前10時 美郷
◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆無料法律相談　
　（要予約）
／午前10時 町役場
◆町長対話室
／午後5時30分 町役場

◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆区長会
／午後4時30分

◆自然塾
／午前9時 

◆大町町ペタンク
　大会
／午前8時30分 
　オリオンプラザ

◆大町町スポーツ
　吹矢大会
／午前9時 町公民館

◆成年後見相談会
／午前10時 美郷
◆町長対話室
／午後5時30分 町役場

◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆民生児童委員会
／午後1時30分 美郷

◆司法書士による
　無料相談
　（要予約）
／午後2時 町役場

◆県内一週駅伝
　 (18日まで）

◆ミニバレー愛好
　者交流大会
／午前8時30分 
　町スポーツセンター
◆大町町親善少年
　サッカー大会
／午前9時 
　ひじり学園新グラ
　ウンド

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆心配ごと相談
／午前10時 美郷

◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆女性のための市
　町巡回相談
／午前10時 美郷

◆絵手紙教室
／午前9時 町公民館
◆大町ひじり学園
　卒業証書授与式
／午前9時30分 
　中学部体育館

◆県外ウォーク
　（山口県）
／午前8時
　町公民館集合・出発

◆町長対話室
／午後5時30分 町役場

◆大町聖杯争奪
　少年野球大会
／午前7時30分
　町民グラウンド
◆福祉のつどい
／午前9時受付 美郷

◆特設人権相談所
／午前10時 町公民館
◆司法書士による　
　無料相談（要予約）
／午後2時 町役場

◆絵手紙教室
／午前9時 町公民館
◆新春懇親グラウ
　ンドゴルフ大会
／午前9時 
　町民グラウンド

◆町内巡回ウォーク
　（チャレンジウォーキング）
／午前6時30分 
　町公民館集合・出発

◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆女性のための市
　町巡回相談
／午前10時 美郷

◆町長対話室
／午後5時30分 町役場

　　

2 3 104
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 1 2 3
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杵藤保健福祉事務所 ０９５４（２３）３５０１
生活環境課環境衛生係 （８２）３１１６

◆大町聖杯争奪
　少年野球大会
／午前9時30分
　町民グラウンド
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大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　私たちに備わっている「神経」には、中枢神経と末梢
神経があり、末梢神経は更に体性神経と自律神経に分
かれます。
　手足を動かしたりするときに働く体性神経は自分で
コントロールできるのですが、自律神経はコントロール
できません。脳の支配から自律している神経といえま
す。この自律神経が、心臓、肺、腸などの内臓や血管の壁
に伸びていて、体温だけでなく血圧や心拍数などのコ
ントロールもしてくれています。それによって私たちは
心身の健康を維持しています。ところが、過剰なストレ
スがかかると、自律神経がしっかり機能しなくなり、様々
な不調をきたします。
　　　　　　「自律神経が整えば休まなくても絶好調」
　　　　　　　　　　　　　　　小林弘幸著より引用

●遊ゆうスポーツクラブ事務局　南川
　☎０９０（８３９４）３４５４

　保育園・幼稚園のお遊戯会や成人式など、広報用
に撮影した学校行事や町行事の写真を町役場企画
政策課窓口でご覧になれます。
　１枚25円で購入できますので、希望される方は
ご注文ください。
　　　　　企画政策課広報統計係
　　　　　☎（８２）３１１２

広報用写真販売のお知らせ農業者年金に加入しましょう

詳しくは

　農業者年金は、農業者だけが加入できる公的年
金制度です。国民年金＋農業者年金で安定した老後
の設計を！
◆農業者年金の加入資格
・国民年金第１号被保険者の方　
・20歳以上60歳未満の方　
・年間60日以上農業に従事され
 ている方
※配偶者や後継者など家族農業
　従事者の方も加入できます。
※支払った保険料は、全額社会
　保険料控除の対象となります。
※認定農業者など一定要件を満たす方は、保険料
　の国庫補助があります。
　　　　　農業委員会事務局　☎（８２）３１５１詳しくは

2



17 oh  machi



議会だより

18oh  machi

12月定例会
今回提案された議案の概要は

次のとおりです。

１月臨時会
今回提案された議案の概要は

次のとおりです。

○
大
町
町
定
住
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

大
町
町
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
励
金

の
交
付
を
3
か
年
継
続
す
る

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
大
町
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
特
別

職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
伴
い
、
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
額
を
改
定
す
る
。

○
大
町
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
の
給
料
等
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
特
別

職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
伴
い
、
特
別
職
の
期
末

手
当
の
額
を
改
定
す
る
。

○
大
町
町
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
及
び
佐
賀
県
人
事
委

員
会
の
給
与
勧
告
に
伴
い
、

大
町
町
職
員
の
勤
勉
手
当
の

改
定
を
行
う
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9
6
9
1
万
8
千
円
と
す

る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策

を
実
施
し
、
過
疎
地
域
の
自

立
促
進
を
図
る
た
め
、
大
町

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

を
変
更
す
る
。

　

こ
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

・
岩
瀬
佳
智
代
氏

　

が
適
任
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に

つ
い
て

　

4
億
4
2
9
6
万
円
を
追
加

し
、
総
額
43
億
7
5
9
7
万

円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
の
予
算
組
み
替

え
を
行
い
、
総
額
1
億
９
６

９
１
万
8
千
円
と
す
る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
　
算

予
　
算

条
　
例

条
　
例

他
の
議
案

他
の
議
案

○
平
成
29
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　

3
億
1
4
4
5
万
円
を
追
加

し
、
総
額
39
億
3
3
0
1
万

円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　

1
0
9
万
7
千
円
を
減
額

し
、
総
額
13
億
1
3
8
4
万

6
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

2
9
9
1
万
7
千
円
を
減
額

し
、
総
額
5
億
4
0
7
1
万

3
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
に
2
0
7
万
1

千
円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
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町
道
寺
口
・
旭
町
線
の
工
事
　

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
松
　
﨑
　
直
　
文
　

議
員　

こ
の
町
道
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
南
側
（
寺
口
側
）
は

終
わ
っ
て
い
る
が
、
北
側
（
旭
町

側
）
は
改
修
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
、
数
年
前
よ
り
、
こ
の
改

修
に
伴
い
、
下
の
橋
の
拡
幅
に

つ
い
て
相
談
を
し
て
き
た
。
こ

の
橋
は
、
車
が
通
る
と
人
は
歩

け
な
い
幅
し
か
な
い
。
道
路
改

修
を
や
る
と
聞
い
て
か
ら
、
1

年
後
に
予
算
化
さ
れ
た
が
、
橋

の
改
修
分
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
町
民
の
要
望
も
あ

り
、
こ
の
橋
の
拡
幅
こ
そ
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
今
後
拡
幅
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
道
寺
口
・
旭
町
線
の

舗
装
の
改
修
工
事
は
、
今
年
度

か
ら
実
施
し
来
年
度
を
も
っ
て

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
橋
の

拡
幅
に
つ
い
て
も
、
一
連
の
中

で
、
改
修
も
検
討
し
て
い
た

が
、
昨
年
実
施
し
た
橋
梁
の
定

期
点
検
で
は
、
橋
の
構
造
、
強

度
、
劣
化
状
態
は
、
現
段
階
で

は
、
経
過
観
察
の
評
価
で
あ
っ

た
。

　

し
た
が
っ
て
、
当
面
、
橋
の

早
急
な
改
修
の
必
要
性
は
低
い

と
判
断
さ
れ
る
が
、
当
該
道
路

は
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
安
全
対
策
の
見
地
か
ら

橋
の
歩
道
部
分
の
確
保
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
橋
の
取
付

け
と
な
る
道
路
用
地
の
確
保
、

及
び
橋
か
ら
町
道
杉
谷
線
ま
で

の
歩
道
も
確
保
で
き
な
い
か
、

土
地
所
有
者
へ
の
用
地
取
得
の

た
め
の
交
渉
も
含
め
、
積
極
的

に
動
い
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
地
方
債
返
還
の
取
り
組
み
と
　

　
町
民
福
祉
の
充
実
に
関
し
て

　
　
　
　
諸
　
石
　
重
　
信
　

　
議
員　

①
平
成
29
年
度
よ
り
学

校
建
設
に
関
す
る
町
債
の
元
金

償
還
が
始
ま
っ
た
。
現
時
点
で

の
起
債
総
額
を
基
に
考
え
れ
ば

平
成
30
年
以
降
、
約
4
年
間
は

更
に
年
度
毎
の
償
還
額
が
増
す

見
込
み
で
あ
る
。
町
財
政
に
対

す
る
町
民
の
不
安
を
緩
和
す
る

た
め
に
も
来
年
度
以
降
の
地
方

債
償
還
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
考
え
て
い
る
の
か
を

問
う
。

②
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
状
況
下

に
お
い
て
、
町
民
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
対
応
策
、
予

算
の
確
保
等
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

①
ひ
じ
り
学
園
建
設
に

係
る
町
債
（
借
入
金
）
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
、
過

疎
対
策
事
業
債
（
21
億
２
４
９

０
万
円
）
、
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
（
6
億
4
4
0
万
円
）
、

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債

（
1
億
2
0
6
0
万
円
）
、
合

計
総
額
28
億
4
9
9
0
万
円
の

借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税
の
財
政
措
置
を

見
込
ん
で
も
、
本
町
の
予
算
規

模
か
ら
見
て
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

償
還
期
間
は
、
緊
急
防
災
減

債
事
業
債
が
10
年
、
過
疎
対
策

事
業
債
が
12
年
、
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
が
25
年
と

な
っ
て
お
り
、
元
金
償
還
が
始

ま
る
平
成
30
年
度
か
ら
33
年
度

が
償
還
の
ピ
ー
ク
と
な
る
。

　

学
校
建
設
事
業
に
係
る
償
還

額
だ
け
で
も
、
年
間
3
億
2
4
０

0
万
円
と
な
り
、
町
の
年
間
の

公
債
費
（
借
り
入
れ
の
返
済

金
）
は
7
億
円
を
超
え
る
状
況

に
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平

成
28
年
度
に
「
臨
時
財
政
対
策

債
」
の
借
り
入
れ
分
を
繰
上
償

還
（
約
1
億
3
千
万
円
償
還
）

し
、
平
成
29
年
度
以
降
の
公
債

費
（
返
済
金
）
に
つ
い
て
は
、

毎
年
1
8
0
0
万
円
程
度
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
も
、
平
成
30
年
度
か

ら
33
年
度
ま
で
の
4
年
間
は
、

毎
年
の
公
債
費
が
6
億
8
〜
9

千
万
円
台
で
推
移
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
不
足
す
る

財
源
を
、
借
金
返
済
の
た
め
に

積
み
立
て
て
い
た
減
債
基
金

（
約
3
億
2
千
万
円
）
や
、
町

の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

（
約
8
億
7
千
万
円
）
の
取
り

○
大
町
町
定
住
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

大
町
町
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
励
金

の
交
付
を
3
か
年
継
続
す
る

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

○
大
町
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
特
別

職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
伴
い
、
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
額
を
改
定
す
る
。

○
大
町
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
の
給
料
等
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
特
別

職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
伴
い
、
特
別
職
の
期
末

手
当
の
額
を
改
定
す
る
。

○
大
町
町
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
及
び
佐
賀
県
人
事
委

員
会
の
給
与
勧
告
に
伴
い
、

大
町
町
職
員
の
勤
勉
手
当
の

改
定
を
行
う
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9
6
9
1
万
8
千
円
と
す

る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策

を
実
施
し
、
過
疎
地
域
の
自

立
促
進
を
図
る
た
め
、
大
町

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

を
変
更
す
る
。

　

こ
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

・
岩
瀬
佳
智
代
氏

　

が
適
任
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に

つ
い
て

　

4
億
4
2
9
6
万
円
を
追
加

し
、
総
額
43
億
7
5
9
7
万

円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
の
予
算
組
み
替

え
を
行
い
、
総
額
1
億
９
６

９
１
万
8
千
円
と
す
る
。

　

以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　

3
億
1
4
4
5
万
円
を
追
加

し
、
総
額
39
億
3
3
0
1
万

円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　

1
0
9
万
7
千
円
を
減
額

し
、
総
額
13
億
1
3
8
4
万

6
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

2
9
9
1
万
7
千
円
を
減
額

し
、
総
額
5
億
4
0
7
1
万

3
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
に
2
0
7
万
1

千
円
を
追
加
し
、
総
額
1
億

●拡幅が要望されている町道寺口・旭町線
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崩
し
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

②
積
み
重
な
っ
て
き
た
町
の
借

金
は
、
大
町
町
の
財
政
規
模
か

ら
も
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
返
済
の
た
め
に

町
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
で
き

る
限
り
の
繰
り
上
げ
償
還
や
借

金
返
済
の
た
め
の
減
債
基
金
を

地
道
に
積
み
立
て
、
借
金
、
公

債
費
の
減
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
は
、
職
員
に
対

し
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
基

金
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業

や
、
既
存
事
業
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
予
算

要
求
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
て

い
る
。

　

併
せ
て
、
地
方
創
生
を
含
め

た
国
・
県
支
出
金
が
活
用
で
き

る
事
業
は
最
大
限
に
活
用
す
る

な
ど
、
極
力
一
般
財
源
の
持
ち

出
し
を
抑
え
な
が
ら
、
今
後
も

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
く

覚
悟
で
い
る
。

　

国
保
運
営
の
広
域
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
中
　
山
　
初
　
代
　

　
議
員　

国
保
税
の
市
・
町
ご
と

の
県
試
算
が
公
表
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
14
市
町
で
負
担
増

に
な
り
、
本
町
も
今
年
度
（
49

万
4
6
0
0
円
）
か
ら
2
万
７

８
０
０
円
（
5
・
62
％
）
上
が

る
試
算
に
な
っ
て
い
る
。
所
得

が
2
2
3
万
円
の
一
人
働
き
世

帯
で
国
保
税
が
50
万
円
近
い
現

時
点
で
も
大
変
な
こ
と
で
、
こ

れ
以
上
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら
払

え
な
い
人
が
増
え
る
の
は
分
か

り
き
っ
て
い
る
。
国
保
法
は
、

第
1
条
に
「
社
会
保
障
」
を
う

た
っ
て
お
り
、
国
が
50
％
負
担

す
る
こ
と
で
国
保
制
度
は
始

ま
っ
た
。
国
・
県
へ
の
負
担
増

を
強
く
せ
ま
る
べ
き
で
は
。

町
長　

公
表
さ
れ
た
数
値
に
つ

い
て
は
、
モ
デ
ル
世
帯
の
数
値

で
あ
り
、
一
部
2
万
7
8
0
0

円
の
増
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
大
町
町
で
は
14
世
帯
が
該
当

す
る
。

　

こ
れ
か
ら
国
保
運
営
協
議
会

等
で
、
市
町
独
自
の
激
変
緩
和

措
置
、
こ
れ
は
「
町
の
税
金
を

投
入
」
す
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
賛
否
両
論
あ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

う
い
う
こ
と
な
ど
も
含
め
、
保

険
税
率
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
国
も
県
も
、
国
民
健

康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
負
担
や
支
援
を
さ
れ
て
い

る
。

　

赤
字
解
消
は
大
町
町
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
大
町
町
の
国

保
の
累
積
赤
字
は
平
成
28
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
、
1
億
円
余

り
。
国
県
の
支
援
に
よ
り
本
町

が
借
り
ら
れ
る
貸
付
の
限
度
額

は
、
5
千
万
円
で
あ
り
、
残
り

の
5
千
万
円
程
度
は
、
財
政
調

整
基
金
等
の
取
り
崩
し
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

介
護
保
険
の
問
題

議
員　

要
介
護
3
以
上
の
認
定

を
受
け
た
人
だ
け
し
か
介
護
施

設
に
入
所
で
き
な
い
こ
と
を
国

が
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
う

な
っ
た
場
合
、
自
治
体
が
行
う

「
介
護
総
合
法
」
で
対
応
で
き

る
の
か
。

町
長　

本
年
4
月
か
ら
要
支
援

1
、
2
の
方
が
受
け
て
い
る
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て

は
、
町
が
行
う
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
順
次

移
行
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
、
円
滑
に
移
行
で
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
、
提
供
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　

玄
海
原
発
の
再
稼
働
を

　
許
さ
な
い

議
員　

大
町
町
は
「
避
難
者
」

を
受
け
入
れ
る
と
い
う
が
、
何

人
の
避
難
者
を
、
ど
こ
に
避
難

さ
せ
る
の
か
。
ト
イ
レ
の
確

保
、
寝
具
の
確
保
、
食
料
な
ど

は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
福

島
の
「
飯
館
村
」
は
50
キ
ロ
圏

内
で
村
民
全
部
が
避
難
し
た
。

大
町
町
民
の
避
難
場
所
は
ど
こ

な
の
か
。

町
長　

原
発
の
重
大
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
肥
前
町
の
方
か

ら
2
7
0
0
名
程
度
の
方
が
非

難
さ
れ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
必
要
な
資
材
や

食
料
は
、
そ
の
都
度
唐
津
市
か

ら
指
示
が
あ
る
。
唐
津
市
職
員

も
来
て
準
備
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
大
町
町
と
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

●平成25年に完成した
「小中一貫校大町ひじり学園」校舎
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大
町
町
民
の
避
難
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、
県
域
を
超
え
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
。
今
後
県

の
方
に
も
意
見
を
申
し
上
げ
て

い
き
た
い
。

　

年
次
計
画
で
水
道
管
の

　
埋
設
工
事
を

　
　
　
　
藤
　
瀬
　
都
　
子
　

　
議
員　

地
方
公
営
企
業
法
施
行

規
則
で
水
道
管
の
法
定
耐
用
年

数
40
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
あ
ち
こ
ち
で
補

修
工
事
が
み
ら
れ
る
が
、
年
間

の
補
修
は
何
件
程
度
で
、
そ
の

費
用
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

ま
た
、
管
の
更
新
工
事
を
年
次

計
画
で
行
う
考
え
は
。

町
長　

漏
水
に
よ
る
補
修
費
用

は
、
平
成
27
年
度
は
、
60
件
で

5
9
8
万
円
、
平
成
28
年
度

は
、
64
件
で
7
6
0
万
円
と
増

加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、
本
管

か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管

の
補
修
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
解
消
に
は
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
計
画
的
な
布
設

替
え
が
有
効
な
手
段
と
考
え
て

い
る
。

　

し
か
し
、
水
道
事
業
の
収
益

は
、
人
口
減
少
等
に
伴
い
減
少

傾
向
に
あ
り
、
平
成
28
年
度
末

の
現
金
預
金
残
高
は
、
７
１
４

７
万
9
千
円
と
、
他
市
町
の
水

道
事
業
と
比
較
し
て
も
か
な
り

少
な
く
、
厳
し
い
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

　

大
規
模
な
布
設
替
え
工
事

は
、
経
営
状
況
を
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
る
た
め
、
現
段
階
で
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
そ
の

都
度
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

現
在
、
水
道
事
業
の
安
定
運

営
の
た
め
の
事
業
統
合
を
見
据

え
て
、
耐
震
を
含
め
た
布
設
替

え
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
国
道
34
号
に
歩
道
整
備
と

　
買
い
物
バ
ス
（
ワ
ゴ
ン
車
）

　
の
運
行
は

議
員　

畑
ケ
田
地
区
に
大
型

ス
ー
パ
ー
進
出
の
計
画
が
あ
る

の
は
大
変
喜
ば
し
い
事
だ
と
思

う
。
ま
ず
、
そ
れ
に
伴
う
安
全

対
策
と
し
て
国
道
34
号
に
歩
道

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
思

う
。
ま
た
、
高
齢
者
が
買
い
物

に
行
く
た
め
の
手
段
と
し
て
バ

ス
（
ワ
ゴ
ン
車
）
等
の
運
行
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

町
長　

町
内
の
国
道
34
号
沿
い

を
見
渡
す
と
、
歩
道
は
上
下
線

と
も
、
一
部
区
間
に
設
置
さ
れ

て
い
る
の
み
で
、
整
備
は
十
分

と
は
言
え
な
い
。

　

機
会
あ
る
ご
と
に
、
関
係
機

関
に
歩
道
の
設
置
、
右
左
折
誘

導
や
注
意
喚
起
の
カ
ラ
ー
表
示

を
要
望
し
て
お
り
、
こ
の
カ

ラ
ー
表
示
に
つ
い
て
は
、
少
し

ず
つ
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
武
雄
市
、
江
北
町

と
構
成
し
て
い
る
「
国
道
34
号

バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
会
」

で
の
国
土
交
通
省
へ
の
提
案
活

動
の
中
で
も
、
現
道
拡
幅
や
交

差
点
改
良
と
と
も
に
、
歩
道
･

自
転
車
道
整
備
を
お
願
い
し
て

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
買
い
物
バ
ス
等
の
運

行
に
つ
い
て
も
、
大
町
町
の
実

情
に
合
っ
た
移
動
手
段
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
自
然
災
害
対
応
策
に
つ
い
て

議
員　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
想
で
き
な
い
の

で
、
普
段
か
ら
準
備
の
呼
び
か

け
が
大
切
だ
と
思
う
。
行
政
の

対
応
と
し
て
は
、
人
命
や
財
産

等
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
が
少
し
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
各
種
団

体
・
業
者
等
と
の
災
害
支
援
協

定
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　

災
害
時
の
支
援
協
定
に

つ
い
て
は
、
「
災
害
救
助
犬
の

出
動
」
や
「
石
油
類
の
供
給
に

関
す
る
協
定
」
、
各
コ
ン
ビ
ニ

事
業
者
と
の
「
物
資
調
達
及
び

歩
行
帰
宅
者
支
援
に
関
す
る
協

定
」
な
ど
は
、
佐
賀
県
が
県
内

す
べ
て
の
市
町
を
対
象
と
し
締

結
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
に
関
し
て

は
、
町
が
加
入
し
て
い
る
「
日

本
水
道
協
会
佐
賀
県
支
部
」
で

の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
が
締

結
さ
れ
て
お
り
、
大
町
町
に
対

し
て
も
応
援
体
制
は
確
立
さ
れ

て
い
る
。

　

加
え
て
、
応
急
対
策
工
事
等

を
「
大
町
町
建
設
業
協
会
」
、

要
配
慮
者
の
避
難
移
動
支
援
と

し
て
「
有
限
会
社
大
町
観
光
タ

ク
シ
ー
」
、
備
蓄
飲
料
水
の
確

保
と
し
て
「
ア
サ
ヒ
飲
料
」
、

L
P
ガ
ス
等
の
供
給
協
力
を

「
佐
賀
県
L
P
ガ
ス
協
会
」
、

災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
、
運
搬

に
つ
い
て
は
、
「
佐
賀
県
産
業

資
源
循
環
協
会
」
な
ど
と
締
結

●「右左折誘導のカラー表示」がされている
　大町小学校前交差点
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を
し
て
お
り
、
ご
み
収
集
等
に

つ
い
て
も
、
委
託
契
約
の
中

で
、
緊
急
対
応
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
先
般
、
ス
ポ
ー
ツ
政

策
協
定
を
締
結
し
た
リ
タ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
と
の
、
災
害
対

応
自
販
機
設
置
及
び
備
蓄
飲
料

水
の
支
援
に
つ
い
て
も
お
願
い

し
て
い
る
。

　

大
町
町
公
民
館
駐
車
場

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
内
　
野
　
强
　
美
　

　
議
員
　
通
常
は
夜
間
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
が
、
年
末
年
始
な
ど
期

間
と
時
間
帯
を
限
定
し
臨
時
駐

車
場
と
し
て
開
放
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
他
の
公
共
広
場
の

駐
車
場
に
つ
い
て
も
適
用
で
き

な
い
の
か
。
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
回
覧
板
な
ど
で
周
知
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長
　
大
町
町
公
民
館
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
お
お

よ
そ
午
後
10
時
30
分
か
ら
午
前

8
時
ま
で
の
、
職
員
等
が
不
在

の
時
間
帯
は
閉
門
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
盆
の
8
月
13
日
か

ら
15
日
、
年
末
年
始
の
12
月
28

日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
は
、
大

町
町
へ
帰
省
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
開
門
し
て
い
る
。

　
公
民
館
の
開
門
期
間
に
つ
い

て
は
、
「
公
民
館
だ
よ
り
」
の

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

ボ
タ
山
わ
ん
ぱ
く
公
園
剪
定

　
及
び
草
刈
り
に
つ
い
て

議
員
　
公
園
に
通
ず
る
道
路
周

辺
に
雑
草
が
日
々
伸
び
て
い

る
。
安
全
に
走
行
で
き
る
よ

う
、
剪
定
・
草
刈
り
を
し
、
見

通
し
の
確
保
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
動
物
が
突
発

的
に
道
路
を
横
断
し
た
り
す
る

が
、
そ
の
対
策
は
講
じ
て
い
る

の
か
。

町
長
　
現
在
、
わ
ん
ぱ
く
公
園

内
の
剪
定
及
び
草
刈
り
を
含
め

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
2
名

の
臨
時
職
員
で
対
応
し
て
お

り
、
園
内
道
路
に
つ
い
て
も
、

来
訪
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き
る
よ
う
路
肩
の
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
、

ボ
タ
山
を
活
用
し
て
設
置
し
た

公
園
で
あ
り
、
中
山
間
部
で
草

木
も
生
い
茂
り
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
動
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
来
訪
者

の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
看

板
等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　

空
き
家
対
策
状
況
と

　
進
捗
実
態
に
つ
い
て

議
員
　
平
成
29
年
11
月
30
日
ま

で
の
空
き
家
の
現
状
と
、
そ
の

対
策
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
建
物
の
所
有

者
・
権
利
者
の
現
状
、
行
方
な

ど
は
確
認
し
て
い
る
と
思
う

が
、
空
き
家
を
売
却
・
運
用
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
う

な
っ
た
場
合
の
土
地
・
建
物
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
　
昨
年
度
実
施
し
た
空
き

家
の
実
態
調
査
の
結
果
、
町
内

に
お
け
る
空
き
家
の
戸
数
は

5
5
7
戸
で
あ
っ
た
。

　
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
家

屋
（
34
戸
）
の
中
で
、
建
物
登

記
名
義
人
が
判
明
し
た
17
戸
分

に
つ
い
て
、
適
正
な
管
理
を
す

る
よ
う
に
通
知
し
、
所
有
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
等
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
第
一
義
的
な
責
任
は
空
き

家
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
に

あ
る
。

　
ま
た
、
売
却
や
運
用
が
で
き

な
い
建
物
に
つ
い
て
も
、
財
産

権
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
基
本

的
に
は
所
有
者
又
は
管
理
者
が

適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

議
員
　
現
時
点
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
附
額
は
い
く
ら

か
。
そ
の
寄
附
金
を
活
用
し
て

い
る
主
な
事
業
は
。
ま
た
、
返

礼
と
し
て
贈
る
商
品
並
び
に
一

般
財
源
に
算
入
さ
れ
る
科
目
及

び
項
目
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
、
今
年
4
月
か
ら
11
月
末
ま

で
で
、
お
よ
そ
3
億
8
2
0
0

万
円
で
あ
る
。

　
今
年
度
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
充
当
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
寄
付
の
目
的
別
に

主
な
も
の
と
し
て
、

〇
子
育
て
に
関
す
る
事
業
と
し

て　
・
保
育
園
空
調
工
事

　
・
保
育
園
屋
根
補
修

●大町観光タクシーと平成28年に協定締結
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を
し
て
お
り
、
ご
み
収
集
等
に

つ
い
て
も
、
委
託
契
約
の
中

で
、
緊
急
対
応
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
先
般
、
ス
ポ
ー
ツ
政

策
協
定
を
締
結
し
た
リ
タ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
と
の
、
災
害
対

応
自
販
機
設
置
及
び
備
蓄
飲
料

水
の
支
援
に
つ
い
て
も
お
願
い

し
て
い
る
。

　

大
町
町
公
民
館
駐
車
場

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
内
　
野
　
强
　
美
　

　
議
員　

通
常
は
夜
間
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
が
、
年
末
年
始
な
ど
期

間
と
時
間
帯
を
限
定
し
臨
時
駐

車
場
と
し
て
開
放
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
他
の
公
共
広
場
の

駐
車
場
に
つ
い
て
も
適
用
で
き

な
い
の
か
。
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
回
覧
板
な
ど
で
周
知
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長　

大
町
町
公
民
館
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
お
お

よ
そ
午
後
10
時
30
分
か
ら
午
前

8
時
ま
で
の
、
職
員
等
が
不
在

の
時
間
帯
は
閉
門
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
盆
の
8
月
13
日
か

ら
15
日
、
年
末
年
始
の
12
月
28

日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
は
、
大

町
町
へ
帰
省
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
開
門
し
て
い
る
。

　

公
民
館
の
開
門
期
間
に
つ
い

て
は
、
「
公
民
館
だ
よ
り
」
の

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

ボ
タ
山
わ
ん
ぱ
く
公
園
剪
定

　
及
び
草
刈
り
に
つ
い
て

議
員　

公
園
に
通
ず
る
道
路
周

辺
に
雑
草
が
日
々
伸
び
て
い

る
。
安
全
に
走
行
で
き
る
よ

う
、
剪
定
・
草
刈
り
を
し
、
見

通
し
の
確
保
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
動
物
が
突
発

的
に
道
路
を
横
断
し
た
り
す
る

が
、
そ
の
対
策
は
講
じ
て
い
る

の
か
。

町
長　

現
在
、
わ
ん
ぱ
く
公
園

内
の
剪
定
及
び
草
刈
り
を
含
め

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
2
名

の
臨
時
職
員
で
対
応
し
て
お

り
、
園
内
道
路
に
つ
い
て
も
、

来
訪
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き
る
よ
う
路
肩
の
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
、

ボ
タ
山
を
活
用
し
て
設
置
し
た

公
園
で
あ
り
、
中
山
間
部
で
草

木
も
生
い
茂
り
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
動
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
来
訪
者

の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
看

板
等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　

空
き
家
対
策
状
況
と

　
進
捗
実
態
に
つ
い
て

議
員　

平
成
29
年
11
月
30
日
ま

で
の
空
き
家
の
現
状
と
、
そ
の

対
策
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
建
物
の
所
有

者
・
権
利
者
の
現
状
、
行
方
な

ど
は
確
認
し
て
い
る
と
思
う

が
、
空
き
家
を
売
却
・
運
用
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
う

な
っ
た
場
合
の
土
地
・
建
物
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　

昨
年
度
実
施
し
た
空
き

家
の
実
態
調
査
の
結
果
、
町
内

に
お
け
る
空
き
家
の
戸
数
は

5
5
7
戸
で
あ
っ
た
。

　

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
家

屋
（
34
戸
）
の
中
で
、
建
物
登

記
名
義
人
が
判
明
し
た
17
戸
分

に
つ
い
て
、
適
正
な
管
理
を
す

る
よ
う
に
通
知
し
、
所
有
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
等
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
第
一
義
的
な
責
任
は
空
き

家
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
に

あ
る
。

　

ま
た
、
売
却
や
運
用
が
で
き

な
い
建
物
に
つ
い
て
も
、
財
産

権
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
基
本

的
に
は
所
有
者
又
は
管
理
者
が

適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

議
員　

現
時
点
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
附
額
は
い
く
ら

か
。
そ
の
寄
附
金
を
活
用
し
て

い
る
主
な
事
業
は
。
ま
た
、
返

礼
と
し
て
贈
る
商
品
並
び
に
一

般
財
源
に
算
入
さ
れ
る
科
目
及

び
項
目
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
、
今
年
4
月
か
ら
11
月
末
ま

で
で
、
お
よ
そ
3
億
8
2
0
0

万
円
で
あ
る
。

　

今
年
度
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
を
充
当
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
寄
付
の
目
的
別
に

主
な
も
の
と
し
て
、

〇
子
育
て
に
関
す
る
事
業
と
し

て
　

・
保
育
園
空
調
工
事

　

・
保
育
園
屋
根
補
修

〇
教
育
に
関
す
る
事
業
と
し
て

　

・
ま
ち
じ
ゅ
く

　

・
大
町
ひ
じ
り
学
園
の
校
旗

　
　

備
品
購
入

〇
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

と
し
て

　

・
浦
田
公
園
灯
設
置
工
事

　

・
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
モ
ニ
ュ

　
　

メ
ン
ト

〇
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
事
業

と
し
て

　

・
花
火
打
上
料
を
含
め
た
ふ

　
　

る
さ
と
大
町
納
涼
ま
つ
り

　

・
聖
太
鼓
修
繕
費

等
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
に
算
入
さ

れ
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
需
用

費
、
委
託
料
、
使
用
料
、
工
事

費
、
備
品
購
入
費
に
充
当
し
て

い
る
。

　
町
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

　
か
ら
な
い
現
状
に
鑑
み
、

　
将
来
、
町
存
続
の
死
活
問
題
と

　
位
置
づ
け
、
今
後
の
人
口
ビ

　
ジ
ョ
ン
構
想
に
つ
い
て
問
う

　
　
　
　
早
　
田
　
康
　
成
　

　
議
員　

消
滅
都
市
に
指
定
さ
れ

た
本
町
の
将
来
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て
9
月
定
例
会
の
一
般

質
問
に
続
き
再
度
次
の
点
に
つ

い
て
問
う
。

　

ま
ず
は
、
人
口
減
少
を
阻
止

す
る
た
め
移
住
・
定
住
促
進
の

奨
励
金
対
策
、
少
子
化
対
策
事

業
及
び
子
育
て
支
援
等
を
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施

策
は
ど
こ
の
市
町
で
も
行
っ
て

お
り
、
今
で
は
当
然
の
こ
と
と

言
え
る
。

　

同
じ
条
件
で
あ
れ
ば
人
は
交

通
・
買
物
な
ど
に
条
件
の
い
い

と
こ
ろ
を
選
ぶ
と
思
う
が
、
現

状
の
施
策
で
の
変
化
の
予
測
に

つ
い
て
問
う
。

　

年
間
1
0
0
人
程
度
の
人
口

減
少
が
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て

他
の
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
既
存
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
教
育
環
境
抜
群
の
「
ひ

じ
り
学
園
」
の
Ｐ
Ｒ
、
美
郷
の

風
呂
再
開
の
ほ
か
経
年
劣
化
し

て
い
る
町
営
住
宅
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
に
よ
る
建
替
え
等
福
祉
の
充

実
に
努
力
す
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
・
空
き
店
舗

問
題
に
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
駆
使
し
た

町
お
こ
し
対
策
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
時
代
を
先
取
り
し
た
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ
る

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
ま
ち
大
町
」

の
建
設
案
な
ど
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。

町
長　

大
町
町
で
は
、
国
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
に
基
づ
き
、
「
大
町
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
「
佐

賀
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
合
計

特
殊
出
生
率
等
の
前
提
条
件
を

踏
ま
え
、
目
標
年
度
で
あ
る
平

成
72
年
に
お
い
て
、
50
人
程
度

の
出
生
数
を
維
持
で
き
る
よ
う

仮
定
値
を
設
定
し
て
、
将
来
の

人
口
を
展
望
し
て
い
る
。

　

こ
の
人
口
の
将
来
展
望
で

は
、
平
成
72
年
の
総
人
口
は

4
7
6
8
人
と
な
り
、
社
人
研

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
）
の
推
計
結
果
の

3
0
5
7
人
を
1
7
0
0
人
程

度
上
回
る
。

　

ひ
じ
り
学
園
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
の
取
り
組
み

や
成
果
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た

り
、
記
者
発
表
を
行
っ
た
り
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
情
報
発
信

し
て
い
る
。

　

美
郷
の
浴
室
に
つ
い
て
は
、

財
政
的
な
問
題
を
考
慮
し
、
廃

止
に
向
け
て
検
討
す
る
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
。

　

町
営
住
宅
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に

よ
る
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
大

町
町
が
取
り
組
む
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
大
町
町
は
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
創
設
し
て
い
る

が
、
現
在
、
使
用
で
き
る
空
き

店
舗
の
登
録
は
1
件
の
み
で
あ

る
。
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
改
修
を
必
要
と
す
る
空

き
店
舗
に
つ
い
て
、
な
ん
と
か

使
用
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
に
限
ら
ず
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
よ
う
な
企
業

の
誘
致
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

●公設算数学習塾「まちじゅく」の様子●駅前を照らすふれあい広場のイルミネーション
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畑ケ田地区
いきいき百歳体操

　畑ケ田地区は、おもりを使った筋力向上のための体操である「大町町い
きいき百歳体操」に町内で真っ先に取り組んでいます。
　初回の12月13日には20人が参加し、町福祉課担当者の指導により、血
圧測定や体力測定を行った後、ビデオを見ながら40分程度、いきいき百歳
体操を行いました。今後は負荷を少しずつ増やしながら、“あせらず、急が
ず、無理せず”をモットーに、体力増進に努めていきたいと思います。体操は
もちろん、みんなでワイワイとおしゃべりをすることも健康のためになっ
ています。
　みんなで楽しく回を重ね、身体づくりと体力づくりに努め、いつまでも生
き生きと張りのある生活を送りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑ケ田区長 梶原勝美

健康でいきいきとした毎日を

おじいちゃんと同じ誕生日の太一くん(*^_^*)
いっぱい食べて元気に育ってね♥
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書き初めをしたよ！書き初めをしたよ！
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